
オンプレミスアプリケーションのデータをリス
トア
BlueXP backup and recovery
NetApp
March 13, 2024

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/bluexp-backup-recovery/task-restore-oracle-
data.html on March 13, 2024. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

オンプレミスアプリケーションのデータをリストア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

Oracle データベースをリストアします . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

SQL Server データベースをリストアする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6

SAP HANAデータベースをリストア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  9

MongoDB、MySQL、PostgreSQLデータベースのリストア. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  10



オンプレミスアプリケーションのデータをリストア

Oracle データベースをリストアします

Oracleデータベースは元の場所にリストアすることも、別の場所にリストアすることも
できます。RACデータベースの場合、バックアップが作成されたオンプレミスノードに
データがリストアされます。

制御ファイルのリストアを含むフルデータベースのみがサポートされます。アーカイブログが AFS 内にない
場合は、リカバリに必要なアーカイブログが格納されている場所を指定する必要があります。

single File Restore（SFR；単一ファイルリストア）はサポートされません。

• 手順 *

1. BlueXP UIで、[保護>*バックアップとリカバリ*>*アプリケーション*]をクリックします。

2. [ * フィルター条件 * ] フィールドで、フィルター * タイプ * を選択し、ドロップダウンから [* Oracle*

] を選択します。

3. リストアするデータベースに対応する View Details をクリックし、 Restore をクリックします。

4. [Restore options]ページで、データベースファイルをリストアする場所を指定します。
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状況 手順

元の場所にリストアします a. [元の場所にリストア]*を選択します。

b. スナップショットがアーカイブストレージに
ある場合は、アーカイブストレージからデー
タをリストアする優先度を選択します。

c. 「 * 次へ * 」をクリックします。

d. データベースの状態をリストアおよびリカバ
リ処理の実行に必要な状態に変更する場合
は、「* Database State *」を選択します。

データベースの状態は、高いレベルから順
に、オープン、マウント済み、開始、シャッ
トダウンがあります。

◦ データベースの状態が上位で、リストア
処理を実行するために下位の状態に変更
する必要がある場合は、このチェックボ
ックスを選択する必要があります。

◦ リストア処理を実行するために、データ
ベースの状態を低いレベルから高いレベ
ルに変更する必要がある場合は、このチ
ェックボックスをオンにしなくても自動
的に状態が変更されます。

◦ データベースが OPEN 状態で、リストア
のためにデータベースが MOUNTED 状態
である必要がある場合、データベースの
状態はこのチェックボックスをオンにし
た場合にのみ変更されます。

e. リカバリの範囲を指定します。

◦ 最後のトランザクションまでリカバリす
る場合は、*[すべてのログ]*を選択しま
す。

◦ 特定のSCNにリカバリする場合は、* Until

SCN（System Change Number）*を選択
します。

◦ 特定のデータと時刻にリカバリする場合
は、*[日付と時刻]*を選択します。

データベースホストのタイムゾーンの日
付と時刻を指定する必要があります。

◦ リカバリしない場合は*[リカバリなし]*を
選択します。

f. アーカイブログがアクティブファイルシステ
ムにない場合は、リカバリに必要なアーカイ
ブログを格納する場所を指定する必要があり
ます。

リカバリ後にデータベースを開く場合は、チ
ェックボックスを選択します。

RAC セットアップでは、リカバリに使用され
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g.

る RAC インスタンスのみがリカバリ後に
開きます。

状況 手順

別のストレージに一時的にリストアし、リストア
したファイルを元の場所にコピーします

a. [元の場所にリストア]*を選択します。

b. スナップショットがアーカイブストレージに
ある場合は、アーカイブストレージからデー
タをリストアする優先度を選択します。

c. [保存場所の変更]*を選択します。

[ストレージの場所の変更]*を選択した場合
は、デスティネーションボリュームにサフィ
ックスを追加できます。このチェックボック
スをオンにしていない場合、デフォルトでは
デスティネーションボリュームに*_restore *

が追加されます。

d. 「 * 次へ * 」をクリックします。

e. [ストレージマッピング]ページで、オブジェ
クトストアからリストアしたデータを一時的
に格納する代替ストレージの場所の詳細を指
定します。

オンプレミスのONTAPシステムを選択し、オ
ブジェクトストレージへのクラスタ接続を設
定していない場合は、オブジェクトストアに
関する追加情報の入力を求められます。

f. 「 * 次へ * 」をクリックします。

g. データベースの状態をリストアおよびリカバ
リ処理の実行に必要な状態に変更する場合
は、「* Database State *」を選択します。

データベースの状態は、高いレベルから順
に、オープン、マウント済み、開始、シャッ
トダウンがあります。

◦ データベースの状態が上位で、リストア
処理を実行するために下位の状態に変更
する必要がある場合は、このチェックボ
ックスを選択する必要があります。

◦ リストア処理を実行するために、データ
ベースの状態を低いレベルから高いレベ
ルに変更する必要がある場合は、このチ
ェックボックスをオンにしなくても自動
的に状態が変更されます。

◦ データベースが OPEN 状態で、リストア
のためにデータベースが MOUNTED 状態
である必要がある場合、データベースの
状態はこのチェックボックスをオンにし
た場合にのみ変更されます。

h. リカバリの範囲を指定します。

最後のトランザクションまでリカバリす
る場合は、*[すべてのログ]*を選択しま
す。4



◦

◦ 特定のSCNにリカバリする場合は、* Until

SCN（System Change Number）*を選択
します。

◦ 特定のデータと時刻にリカバリする場合
は、*[日付と時刻]*を選択します。

データベースホストのタイムゾーンの日
付と時刻を指定する必要があります。

◦ リカバリしない場合は*[リカバリなし]*を
選択します。

i. アーカイブログがアクティブファイルシステ
ムにない場合は、リカバリに必要なアーカイ
ブログを格納する場所を指定する必要があり
ます。

j. リカバリ後にデータベースを開く場合は、チ
ェックボックスを選択します。

RAC セットアップでは、リカバリに使用され
る RAC インスタンスのみがリカバリ後に開
きます。

状況 手順

別の場所にリストアする a. [別の場所にリストアする]*を選択します。

b. スナップショットがアーカイブストレージに
ある場合は、アーカイブストレージからデー
タをリストアする優先度を選択します。

c. 代替ストレージにリストアする場合は、次の
手順を実行します。

i. [保存場所の変更]*を選択します。

[ストレージの場所の変更]*を選択した場
合は、デスティネーションボリュームに
サフィックスを追加できます。このチェ
ックボックスをオンにしていない場合、
デフォルトではデスティネーションボリ
ュームに*_restore *が追加されます。

ii. 「 * 次へ * 」をクリックします。

iii. [ストレージマッピング]ページで、オブジ
ェクトストアのデータをリストアする代
替ストレージの場所の詳細を指定しま
す。

d. 「 * 次へ * 」をクリックします。

e. [Destination host]ページで、データベースを
マウントするホストを選択します。

i. （オプション）NAS環境の場合は、オブ
ジェクトストアからリストアしたボリュ
ームのエクスポート先となるホスト
のFQDNまたはIPアドレスを指定します。

ii. （オプション）SAN環境の場合は、オブ
ジェクトストアからリストアしたボリュ
ームのLUNをマッピングするホストのイ
ニシエータを指定します。

f. 「 * 次へ * 」をクリックします。

5. 詳細を確認して、 * リストア * をクリックします。

[別の場所にリストア]オプションを指定すると、選択したバックアップが指定したホストにマウントされま
す。データベースは手動で起動する必要があります。

マウントしたバックアップは、アンマウントするまで再マウントできません。UIの* Unmount *オプションを
使用して、バックアップをアンマウントできます。

Oracleデータベースを起動する方法については、を参照してください。 "ナレッジベースの記事"。
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SQL Server データベースをリストアする

SQL Serverデータベースは元の場所にリストアすることも、別の場所にリストアするこ
ともできます。

Single File Restore（SFR；単一ファイルのリストア）、ログバックアップのリカバリ、および
可用性グループの再シードはサポートされていません。

手順

1. BlueXP UIで、[保護>*バックアップとリカバリ*>*アプリケーション*]をクリックします。

2. [ * フィルター条件 * ] フィールドで、フィルター * タイプ * を選択し、ドロップダウンから * SQL* を選択
します。

3. 「 * 詳細表示 * 」をクリックすると、使用可能なすべてのバックアップが表示されます。

4. バックアップを選択し、 * リストア * をクリックします。

5. [Restore options]ページで、データベースファイルをリストアする場所を指定します。

状況 手順

元の場所にリストアします a. [元の場所にリストア]*を選択します。

b. スナップショットがアーカイブストレージにあ
る場合は、アーカイブストレージからデータを
リストアする優先度を選択します。

c. 「 * 次へ * 」をクリックします。

別のストレージに一時的にリストアし、リストアし
たファイルを元の場所にコピーします

a. [元の場所にリストア]*を選択します。

b. スナップショットがアーカイブストレージにあ
る場合は、アーカイブストレージからデータを
リストアする優先度を選択します。

c. [保存場所の変更]*を選択します。

[ストレージの場所の変更]*を選択した場合は、
デスティネーションボリュームにサフィックス
を追加できます。このチェックボックスをオン
にしていない場合、デフォルトではデスティネ
ーションボリュームに*_restore *が追加されま
す。

d. 「 * 次へ * 」をクリックします。

e. [ストレージマッピング]ページで、オブジェク
トストアからリストアしたデータを一時的に格
納する代替ストレージの場所の詳細を指定しま
す。

f. 「 * 次へ * 」をクリックします。
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状況 手順

別の場所にリストアする a. [別の場所にリストアする]*を選択します。

b. スナップショットがアーカイブストレージにあ
る場合は、アーカイブストレージからデータを
リストアする優先度を選択します。

c. 「 * 次へ * 」をクリックします。

d. [Destination host]ページで、ホスト名を選択
し、データベース名を指定し（オプション）、
インスタンスを選択し、リストアパスを指定し
ます。

代替パスに指定するファイル拡
張子は、元のデータベースファ
イルのファイル拡張子と同じに
する必要があります。

e. 「 * 次へ * 」をクリックします。
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状況 手順

別のストレージに一時的にリストアし、リストアし
たファイルを別の場所にコピーする

a. [別の場所にリストアする]*を選択します。

b. スナップショットがアーカイブストレージにあ
る場合は、アーカイブストレージからデータを
リストアする優先度を選択します。

c. [保存場所の変更]*を選択します。

[ストレージの場所の変更]*を選択した場合は、
デスティネーションボリュームにサフィックス
を追加できます。このチェックボックスをオン
にしていない場合、デフォルトではデスティネ
ーションボリュームに*_restore *が追加されま
す。

d. 「 * 次へ * 」をクリックします。

e. [ストレージマッピング]ページで、オブジェク
トストアからリストアしたデータを一時的に格
納する代替ストレージの場所の詳細を指定しま
す。

f. 「 * 次へ * 」をクリックします。

g. [Destination host]ページで、ホスト名を選択
し、データベース名を指定し（オプション）、
インスタンスを選択し、リストアパスを指定し
ます。

代替パスに指定するファイル拡
張子は、元のデータベースファ
イルのファイル拡張子と同じに
する必要があります。

h. 「 * 次へ * 」をクリックします。

6. [Pre-operations]*選択で、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ [ リストア時に同じ名前でデータベースを上書きする ] を選択して、同じ名前でデータベースをリスト
アします。

◦ データベースをリストアし、既存のレプリケーション設定を保持するには、「 * SQL データベースの
レプリケーション設定を保持 * 」を選択します。

7. [Post-operations]セクションで、追加のトランザクションログをリストアするためのデータベースの状態
を指定するには、次のいずれかのオプションを選択します。

◦ 必要なすべてのバックアップを今すぐリストアする場合は、 [* Operational 、 but unavailable] を選択
します。

これはデフォルトの動作で、コミットされていないトランザクションをロールバックすることでデー
タベースを使用可能な状態にします。バックアップを作成するまで追加のトランザクションログはリ
ストアできません。
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◦ コミットされていないトランザクションをロールバックせずにデータベースを非稼働状態のままにす
るには、 [Non-operational, but available] を選択します。

追加のトランザクションログをリストアできます。データベースはリカバリされるまで使用できませ
ん。

◦ データベースを読み取り専用モードのままにするには、「 * 読み取り専用モード」と「使用可能 * 」
を選択します。

コミットされていないトランザクションはロールバックされますが、ロールバックされた操作がスタ
ンバイファイルに保存されるため、リカバリ前の状態に戻すことができます。

[ ディレクトリを元に戻す ] オプションが有効になっている場合は、さらに多くのトランザクションログ
がリストアされます。トランザクションログのリストア処理が失敗した場合は、変更をロールバックでき
ます。詳細については、 SQL Server のマニュアルを参照してください。

8. 「 * 次へ * 」をクリックします。

9. 詳細を確認して、 * リストア * をクリックします。

SAP HANAデータベースをリストア

SAP HANAデータベースは任意のホストにリストアできます。

• 手順 *

1. BlueXP UIで、[保護>*バックアップとリカバリ*>*アプリケーション*]をクリックします。

2. フィールドで、フィルタ Type を選択し、ドロップダウンから HANA *を選択します。

3. リストアするデータベースに対応する View Details をクリックし、 Restore をクリックします。

4. [Restore options]ページで、次のいずれかを指定します。

a. NAS環境の場合は、オブジェクトストアからリストアするボリュームのエクスポート先となるホ
ストのFQDNまたはIPアドレスを指定します。

b. SAN環境の場合、オブジェクトストアからリストアするボリュームのLUNをマッピングするホス
トのイニシエータを指定します。

5. スナップショットがアーカイブストレージにある場合は、アーカイブストレージからデータをリスト
アする優先度を選択します。

6. ソースストレージに十分なスペースがないか、ソースストレージが停止している場合は、*[ストレージ
の場所を変更]*を選択します。

[ストレージの場所の変更]*を選択した場合は、デスティネーションボリュームにサフィックスを追加
できます。このチェックボックスをオンにしていない場合、デフォルトではデスティネーションボリ
ュームに*_restore *が追加されます。

7. 「 * 次へ * 」をクリックします。

8. [ストレージマッピング]ページで、オブジェクトストアからリストアしたデータを格納する代替ストレ
ージの場所の詳細を指定します。

9. 「 * 次へ * 」をクリックします。
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10. 詳細を確認して、 * リストア * をクリックします。

この処理では、指定したホスト上の選択したバックアップのストレージエクスポートのみが実行されます。フ
ァイルシステムを手動でマウントし、データベースを起動する必要があります。ボリュームを利用したあと、
ストレージ管理者はONTAP クラスタからボリュームを削除できます。

SAP HANAデータベースを起動する方法については、を参照してください。 "TR-4667：『Overview of SAP

system copy workflow with SnapCenter 』" および "TR-4667：『Overview of SAP system clone workflow with

SnapCenter 』"。

MongoDB、MySQL、PostgreSQLデータベースのリストア

MongoDB、MySQL、PostgreSQLのデータベースを任意のホストにリストアできます。

• 手順 *

1. BlueXP UIで、[保護>*バックアップとリカバリ*>*アプリケーション*]をクリックします。

2. フィールドで、フィルタ Type を選択し、ドロップダウンから MongoDB 、 MySQL 、または
PostgreSQL *を選択します。

3. リストアするデータベースに対応する View Details をクリックし、 Restore をクリックします。

4. [Restore options]ページで、次のいずれかを指定します。

a. NAS環境の場合は、オブジェクトストアからリストアするボリュームのエクスポート先となるホ
ストのFQDNまたはIPアドレスを指定します。

b. SAN環境の場合、オブジェクトストアからリストアするボリュームのLUNをマッピングするホス
トのイニシエータを指定します。

5. スナップショットがアーカイブストレージにある場合は、アーカイブストレージからデータをリスト
アする優先度を選択します。

6. ソースストレージに十分なスペースがないか、ソースストレージが停止している場合は、*[ストレージ
の場所を変更]*を選択します。

[ストレージの場所の変更]*を選択した場合は、デスティネーションボリュームにサフィックスを追加
できます。このチェックボックスをオンにしていない場合、デフォルトではデスティネーションボリ
ュームに*_restore *が追加されます。

7. 「 * 次へ * 」をクリックします。

8. [ストレージマッピング]ページで、オブジェクトストアからリストアしたデータを格納する代替ストレ
ージの場所の詳細を指定します。

9. 「 * 次へ * 」をクリックします。

10. 詳細を確認して、 * リストア * をクリックします。

この処理では、指定したホスト上の選択したバックアップのストレージエクスポートのみが実行されます。フ
ァイルシステムを手動でマウントし、データベースを起動する必要があります。ボリュームを利用したあと、
ストレージ管理者はONTAP クラスタからボリュームを削除できます。
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